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概要 

Abstract 

A.fumigatus は血液疾患等の免疫抑制患者に発症する深在性真菌症の原

因真菌である.我々は蛍光イメージングと電気抵抗値を用いることで 

糸状菌の成長と細胞障害を連続的にモニタリングできる機器

（xCELLigence eSight(Aglient社)）を利用して, マクロファージ(Mφ)

および肺胞上皮細胞と真菌、抗真菌薬との相互作用を評価した。抗真菌

薬無添加では Mφ は約 24 時間,上皮細胞は約 48 時間で電気抵抗値の低

下が始まるが,電気抵抗値の低下は細胞接着面からの遊離もしくはタイ

トジャンクションの崩壊を示唆しており,糸状菌による細胞障害の定量

化に成功した。真菌存在下でも MIC を超える VRCZ の添加により電気抵

抗値は高値を維持し、細胞の生存が示唆された。また、発色 A. fumigatus
を使用することで、真菌の破壊と細胞の生存状況を記録することができ

た。一方、MICを超える L-AMB添加では VRCZ同様の結果が得られたが、

高用量 L-AMB添加では電気抵抗値の早期低下が認められ、薬剤による細

胞死が示唆された。各種抗真菌薬のデータを評価する。 
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